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第3章 二次交通対策 

 

3.1  地域構造 

3.1.1  商圏の状況 

(1) 買物流出率 

長万部町を含む北渡島檜山では、八雲町を中心とした商圏を形成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 21年度北海道広域商圏動向調査（北海道） 

図 3-1 買物流出率（全商品、単位％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 21年度北海道広域商圏動向調査（北海道） 

図 3-2 生鮮食料品流出率（左）及び買回品流出率（右）（全商品、単位％） 
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3.1.2  通院圏の状況 

商圏と同様に、長万部町を含む北渡島檜山では、八雲町への通院が多い。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国民健康保険受療動向（北海道・平成 18年度） 

図 3-3 国民健康保険受療動向（H18年 6月、通院、単位：人） 

 

3.1.3  通勤・通学圏の状況 

長万部町では、八雲町、黒松内町への通勤・通学が多い。また、近隣エリアの他町におい

ても隣接町への通勤・通学が多い。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料／国勢調査（平成 22年）注／50人以上の流動を対象 

図 3-4 通勤・通学圏の状況 
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3.1.4  観光入込の状況 

 

(1) 入込客・宿泊数 

長万部町の観光入込数は約 50万人/年であり、宿泊客は年間 3万人となっている。 

道南北部や南後志エリアでは、宿泊客数で年間 10万人を超える町はないものの、駅勢圏で

ある西胆振エリアでは洞爺湖町、壮瞥町、登別市などは年間 30万人を超える宿泊客が存在し

ており、長万部駅を拠点とした新たな二次交通網の形成が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料／北海道観光入込客数（北海道） 

図 3-5 観光入込客数及び宿泊延数（H27年度、単位：千人、千人泊） 

 

(2) 外国人観光客 

外国人観光客は、登別市や洞爺湖町など大型温泉宿泊施設が立地する西胆振地域で多くな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料／北海道観光入込客数（北海道） 

図 3-6 外国人観光客宿泊延数（H27年度、単位：人泊） 
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3.1.5  交通量の状況 

 

(1) 24時間交通量 

長万部町内の国道・道道の交通量をみると、長万部市街地から南側の国道５号で日平均

6,000台以上の交通量がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料／道路交通センサス（平成 22年・国土交通省） 

図 3-7 24時間交通量（H22年、台／日）  

 

(2) 混雑度 

混雑度においても、長万部市街地から南側の国道が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料／道路交通センサス（平成 22年・国土交通省） 

図 3-8 混雑度（H22年） 
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3.2  交通網の現状 

 

3.2.1  バス網の現状 

長万部町を発着する路線バスは、函館方面、せたな方面、黒松内・寿都方面に設定されて

いる。この他、季節運行ではあるが長万部には札幌－せたな間の都市間バスが停車する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料／函館バス、ニセコバスの時刻表等を基に作成 

図 3-9 長万部町発着のバス網の現状 

 

3.2.2  鉄道網の現状 

長万部駅では、札幌・函館間を結ぶ特急が 12 往復/日停車しているほか、普通列車は、函

館・室蘭・倶知安各方面に 4～6往復/日程度運行している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料／函館バス、ニセコバスの時刻表等を基に作成 

図 3-10 長万部町発着の鉄道網の現状  
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3.2.3  道路網の現状 

長万部町内には北海道縦貫自動車道長万部 IC・国縫 IC の２箇所のＩＣがあるほか、国道

も国道 5号、37号、230号の 3路線があり、道南北部の交通の要衝となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料／北海道開発局 HPを基に作成  

図 3-11 道路網の現状 

 

3.2.4  運賃 

長万部町と隣接する八雲町･黒松内町･豊浦町間は 600～700円台で移動可能である。 

今金町では 1,100円。せたな町へは 1,500円程度となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料／函館バス時刻表等を基に作成  

図 3-12 各地域間の各種公共交通の運賃 
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3.2.5  所要時間（道路利用） 

長万部町から隣接する町へのアクセス時間は、黒松内町を除くといずれも 30分以上必要な

距離にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料／北の道ナビ（ 国立研究開発法人土木研究所 寒地土木研究所）を基に作成 

 

図 3-13 各地域間（役場間）の道路移動の所要時間 
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3.3  二次交通対策に向けた課題 

 

3.3.1  生活交通の需要量の少なさ 

長万部町は道南北部エリアに位置し、南後志地域や西胆振地域と隣接しているが、道南北

部、南後志、西胆振はそれぞれの圏域の中心都市との交流が多くなっており、長万部町を起

点とする生活交通の需要量は少ない状況にある。  

二次交通網の形成において、基礎的な需要を担う生活交通需要は重要な役割を占めるが、

長万部駅の場合は、多くの生活交通需要が見込めない環境にあることを認識する必要がある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-14 長万部周辺の生活交通（通院・通学・通勤・買い物等）の状況イメージ 

 

 

  

道南北部エリア

（八雲方面への交通

が中心）

南後志エリア

（岩内・倶知安方面

との交通が中心）

西胆振エリア

（伊達・室蘭方面へ

の交通が中心）

長万部
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3.3.2  観光需要の季節変動への対応  

生活関連の交通需要が少ないため、長万部駅からの二次交通ネットワーク形成に向けては、

観光需要の占める役割が重要になる。 

観光面での交通需要は、生活面での交通需要と比較して季節変動や曜日変動が大きいこと

が、安定的な二次交通網の形成・維持に向けては大きな課題となる。 

一方、駅勢圏の主要な観光拠点である洞爺湖町や登別市は、全道平均と比較して季節変動

が小さいエリアとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料／北海道観光客数調査報告書  

 

図 3-15 駅勢圏の主要観光スポットにおけるの宿泊延数の月別比較（H27年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ピーク月の比率をオフピーク月の比率で除した数値 

資料／宿泊観光統計、北海道観光客数調査報告書 

 

図 3-16 宿泊客のピーク／オフピーク比率※（H27年度） 
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3.3.3  生活交通を支える需要の減少 

町内では人口減少が進んでいることから、公共交通を支える基礎的な生活交通需要は今後

さらに減少することが見込まれる。 

二次交通網の検討においては、将来の生活交通需要の減少も踏まえた視点で検討を進める

ことが必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料／国勢調査、長万部町人口ビジョン 

 

図 3-17 長万部町の人口推移 
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3.4  二次交通対策に向けた視点 

二次交通対策に向けた課題を踏まえ、二次交通対策に向けた視点を整理すると以下のよう

になる。 

 

視点１ 地域の需要量に応じた二次交通サービスの検討 

新幹線による需要が増加しても、観光需要が多い西胆振方面を除くと、人口密度が希薄なエ

リアが多く生活交通等の絶対的な需要量が少なく、新たなバス路線を設定するだけの需要量が

見込めない可能性がある。このため、低い人口密度のために生活交通需要が少なく、かつ観光

需要量の急激な拡大も見込めないエリア（南後志や北部檜山等）については、少ない需要に機

動的に対応が可能な二次交通手段（タクシーやレンタカーなど）を活用した少人数向けのサー

ビスの検討が必要になる。 

 

視点２ 観光需要の特性を踏まえた二次交通サービスの検討 

観光交通の需要量が多く、季節変動も少ない洞爺湖や登別方面へは、長万部駅を起点とした

新たな交通需要の増加が期待できる。一方、ＪＲとしてもこうした需要を踏まえてリレー列車

等の利便性を向上させていくことが予想されるため、バスの特性（駅から宿泊施設までダイレ

クトでアクセスできる等）を活かしながら、鉄路を経由した乗継との差別化を図った二次交通

網の検討が必要になる。このため、長万部駅を起点とした二次交通網の検討においては、新幹

線によって需要が増加するシニア層や外国人観光客に対応した乗継利便性の確保（長万部駅か

ら各宿泊施設までを直接アクセスできるようなシャトル便等）や西胆振方面との広域的な連携

による需要維持・確保策と一体となった検討が必要となる。 

 

視点３ 今後の生活交通の需要減少を踏まえた二次交通サービスの検討 

今後、長万部駅周辺のエリアでは、人口の減少により生活交通の需要が減少していくことが

予想される。このため、地域の生活交通の需要減少を補完するような観光需要の拡大による二

次交通の確保が必要となる。具体的には、観光列車や観光タクシーなど移動自体に付加価値を

持った二次交通サービスの可能性検討が必要となる。 
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【課題について】             【視点について】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-18 二次交通対策に向けた課題と視点 

 

 

  

課題１ 

生活交通の需要量の少なさ 

課題２ 

観光需要の季節変動への対応 

課題３ 

生活交通を支える需要の減少 

視点１ 

地域の需要量に応じた二次交通サービスの検討 

・新幹線による需要が増加しても、観光需要が多い

西胆振方面を除くと、新たなバス路線を設定する

だけの需要量が見込めないのでは？ 

 →南後志や北部檜山方面へはタクシーやレンタ

カーなどを活用した少人数向けのサービスの検

討が必要 

 

視点２ 

観光需要の特性を踏まえた二次交通サービスの

検討 

・需要量が多く、季節変動も少ない洞爺湖や登別

方面へは新たなバス路線の設定が期待できる。 

 →シニア層や外国人観光客に対応した乗継利便

性の確保が必要（鉄路を経由した乗継との差別

化） 

 →西胆振方面との広域的な連携による需要維

持・確保策が必要 

 

視点３ 

今後の生活交通の需要減少を踏まえた二次交通

サービスの検討 

・生活交通の需要減少を補完するような観光需要

の拡大による二次交通の確保が必要。 

 →観光列車や観光タクシーなど移動自体に付加

価値を持った二次交通サービスの可能性検討が

必要 
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3.5  他地域の事例 

 

3.5.1  事例の抽出 

今後の二次交通対策の検討に向け、近年新幹線が開業した地域を中心に新たに取り組まれ

た二次交通の事例を整理する。 

 

表 3-1 二次交通の事例 

 

事例 種類 特徴 長万部地域への示唆・課題 

ぐるりん下北号 

（青森） 

定期観光バス ・季節に応じたルートの設定 ○季節変動に対応したコースの設定 

○事業性の確保が課題 

薩摩川内 

観光バス 

（鹿児島） 

定期観光バス ・半日・1日など行程毎のコース設定 

・レトロバスによる運行 

○事業性の確保が課題 

いずみ万羽鶴号 

（鹿児島） 

定期観光バス ・出水駅だけでなく、鹿児島中央駅からも参

加可能なコース設定 

○倶知安駅や新八雲駅との連携によ

るコース設定 

青森市観光 

ガイドタクシー 

（青森） 

観光タクシー ・乗務員のスキルアップによる付加価値の向

上 

・多様なコース・時間設定 

○観光客に対するホスピタリティの向

上・付加価値の向上 

駅から観タクン 

（青森） 

観光タクシー ・低価格の料金設定 

・短時間での多様なコース設定 

○発地側へのＰＲが課題 

○柔軟な料金設定への対応が課題 

八戸に 

おんでやぁんせ 

（青森） 

観光タクシー ・宿泊プランと合わせたタクシー観光コース

の設定 

○地域の宿泊施設と輸送事業者の連

携が課題 

黒石こけし号 

（青森） 

シャトルバス・ 

タクシー 

・新幹線駅から離れた観光地へのアクセス

確保 

○事業性の確保が課題 

（事例も運行停止となった） 

鹿屋直行バス 

（鹿児島） 

シャトルバス・ 

タクシー 

・フェリーと一体となったアクセスルートの確

保 

○せたな～奥尻航路との連携  

尻屋観光 

シャトル便 

（青森） 

シャトルバス・ 

タクシー 

・需要の変動に合わせた運行形態の変更 

・ビジネス需要への対応 

○洞爺・登別・ニセコ方面との連携 

○事業性の確保が課題 

八戸 

えんじょいカード 

（青森） 

フリーパス ・バスとＪＲが一体となったサービスの提供 

・ガイドブック・クーポンサービスとの連携 

○バス等との連携 

○地域ガイド・クーポンとの連携 

津軽フリーパス 

（青森） 

フリーパス ・バスとＪＲ、私鉄が一体となったサービスの

提供 

・ガイドブック・時刻表の提供 

○バスとフェリー等との連携 

○地域ガイド・クーポンとの連携 

佐渡フリーパス 

(新潟) 

フリーパス ・休日のみ運行ルートを観光客向けに変更 

・バスを利用した着地型ツアーの設定 

○観光客に対応した路線ルート検討 

○長万部発モデルコースの検討 
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3.5.2  事例 

 

(1) 定期観光バス 

 

 

■概要 

2010年 12月の東北新幹線全線開業を控え、2次交通網整備の一環として試験運行開始（継

続中・補助金利用）。下北半島を巡る観光ルートとして、大湊駅から下北半島へ観光客のアク

セスの充実を図ることが目的。 

■特色 

①季節ごとの 1日観光コースの設定があり、季節ごとの下北半島の見どころを 1日で満喫で

きる。 

②地元ガイドが案内。 

③予約が不要なので、当日でも参加可能。 

④ルートバス往復チケット提示で、観光遊覧船「サテライト号」の乗船料が割引あり。 

⑤車内アンケートを記入すると、抽選で地元特産品をプレゼント。函館発着の津軽海峡フェ

リー（大函丸）のパックでの利用も可能） 

■内容 

大湊駅を出発して、むつ市内のホテル等に

立ち寄り下北半島の主要観光地を巡る。季節

毎のコースを設定（①ぐるりんしもきた号 

4 月 10 月、②ぐるりんしもきた号（菜の花

コース） 5月～6月、③ぐるりんしもきた

号（Winter号）11月～2月） 

※基本的には土日祝日運行（繁忙期は除く） 

○料金 

大人 3,800円、小人 1,900円（乗車区間等

により、料金が変更。 

■事業者 

一般社団法人 しもきた TABIあしすと（旧

下北観光協議会）、JRバス東北大湊営業所 

出典／一般社団法人しもきた TABIあしすとＨＰより 

 

 

 

 

  

▼ぐるりんしもきた観光ルートバス運行

▼事例のポイント 
・季節毎のコースを設定することで季節間の需要変動に対応している。 
・補助金によって成立しており独立採算が課題となる。 

①【青森県】 ぐるりんしもきた観光ルートバス（ぐるりん下北号） 
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■概要 

九州新幹線の開通に伴い、新幹線の通過駅である JR川内駅を拠点としたさまざまな観光ス

ポットを巡ることができる観光コースを設けることにより、川内市への観光ルートの充実を

図った取組。 

■特色 

①薩摩川内市を 1日コース、半日コースの 2コースの設定や週により運行コースが異なる定

期観光バスの運行。 

②車輌はレトロ風のものを利用。予約なしでも乗車可能。ガイドが同行。 

■内容 

・1日コース（全コース 750円）4種類（①川内高城温泉コース、②市比野温泉コース、③東

郷温泉ゆったり館コース、④藺牟田温泉コース）  

・半日コース（全コース 500 円）2 種類（①歴史探訪ふれあいコース、②西海岸ゆったりろ

まんすコース） 

○現在の運行状況 

当初は休日全て運行していたが、現在は月 2回程度の運行に縮小。 

○集合場所 

・JR川内駅 〔九州新幹線（鹿児島ルート）〕  

■事業者 

薩摩川内市、南国交通、川内営業所 

 

▼「ゆるっとバス旅」運行ルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／南国交通ＨＰより 

 

 

 

 

  

▼事例のポイント 
・提供者（駅を拠点として周遊を促進したい自治体）の目線での路線設定（全てのコースが市

内で完結している）ではなく、利用者目線での運行ルート形成に留意する必要がある。 

②【鹿児島県】 薩摩川内市観光バス「ゆるっとバス旅」 
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■概要 

九州新幹線の開業に伴い、新幹線鹿児島中央駅、出水駅から出水市内の観光施設を巡るこ

とができ、半日コース、1 日コースの運行して観光客の利便性の向上を図ることを目的に運

行。 

■特色 

①出水駅は、九州新幹線、肥薩おれんじ鉄道及び空港シャトルバスなどに接続。 

②九州新幹線鹿児島中央駅、出水駅の観光地をバスガイドが同行。 

■内容 

鹿児島中央駅西口（7：50発・１日コース）－出水駅（9：50発・１日コース）－感応禅寺

－うずしおパークと黒之瀬戸だんだん市場－農園レストラン三蔵（昼食）－出水駅（13：20

発・半日コース乗車）－出水麓武家屋敷群－箱崎八幡宮－ツル観察センタ－出水駅（16：10

着）－鹿児島中央駅西口（18：00頃）  

○現在の運行状況 

現在は運行中止している 

○集合場所 

九州新幹線鹿児島中央駅、出水駅 

○利用料金 

・半日コース 

出水駅飛来里前発着 

大人    800円、子ども  600円 

・１日コース 

鹿児島中央駅西口発着 

大人  3,800円、子ども 2,500円 

出水駅飛来里前発着 

大人  1,800円、子ども 1,500円 

○定員 

最少催行人員 1名 

■事業者 

出水市 南国交通観光㈱ 

 

 

出典／南国交通ＨＰより 

 

 

 

 

 

  

▼「いずみ万羽鶴号」運行ルート 

▼事例のポイント 
・提供者（駅を拠点として周遊を促進したい自治体）の目線での路線設定（全てのコースが市内で

完結している）ではなく、利用者目線での運行ルート形成に留意する必要がある。 
・一方、隣接した駅と組み合わせたコース設定に工夫がある（長万部駅と倶知安駅の連携等の可能

性）。 

③【鹿児島県】 いずみ万羽鶴号 
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(2) 観光タクシー 

 

■概要 

新青森駅などを起点とする青森市内及び周辺地域への観光タクシーモデルコースであり、

観光客の予算や時間に応じた青森市内の観光をすることが可能。 

■特色 

①青森市観光ガイドタクシーの「認定乗務員」が乗車する観光タクシー 

■内容 

○観光タクシーモデルコース（新青森駅等発） 

2時間コース 料金 8,000円、  3時間コース 料金 11,000円 

5時間コース 料金 24,000円、  9時間コース 料金 42,000円 

○「認定乗務員」になるための条件 

・各タクシー会社の社長の推薦を得ること。 

接客・接遇マナーが良い乗務員であること。 

3年間無事故無違反の乗務員であること。 

青森のことについて習熟する意欲のあるもの。 

・青森市観光ガイドタクシー認定乗務員養成講座を修了すること。 

・青森市観光ガイドタクシー認定乗務員認定試験に合格すること。 

■事業者 

青森市タクシー協会 

 

▼青森市観光ガイドタクシーモデルコース（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典／青森市タクシー協会ＨＰより 

▼事例のポイント 
・「認定乗務員」を設定することにより付加価値をつけて運行している。 

①【青森県】 青森市観光ガイドタクシー 
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■概要 

新幹線七戸十和田駅から利用することができる利用しやすい料金設定の観光タクシーサー

ビスの提供。 

■特色 

①安い料金設定（タクシー1台 1回あたり 2時間コース 6,000円～） 

②1台あたり 1～4名様まで同じ料金で乗車（有料施設入館料は、別途利用者負担） 

③駅からすぐに乗れて気軽に周遊できる厳選されたコース 

■内容 

○コース 

・アートコース 

  

・航空博物館コース 

 
 

・歴史とアートを 

巡るコース 

 
 

・蔦温泉散策コース 

 
 

出典／ＪＲ東日本ＨＰより 

○現在の運行状況 

・利用期間は 2013（平成 25）年 3月 31日をもって終了 

○料金  2時間コース 6,000円、3時間コース 9,000円  

○利用方法 

みどりの窓口で各コースのタクシー券をご購入⇒七戸十和田駅タクシー乗り場にてタクシ

ードライバーへタクシー券を渡す⇒厳選観光コースへ出発⇒周遊⇒七戸十和田駅到着 

■事業者  JR東日本 

 

 

  

▼事例のポイント 
・需要の少ない環境でなんとか工夫して商品化したものの、採算性等の理由からサービスの継

続が難しくなった点に留意する必要がある。 

②【青森県】 駅から観タクン（七戸十和田駅コース） 
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■概要 

宿泊プランと観光タクシープランからそれぞれお気に入りのホテル・観光タクシーを組み

合わせ可能なパッケージ商品。 

■特色 

①2名から利用可能。 

②安心なベテラン乗務員がご案内。 

■内容（観光コース・宿泊プラン） 

○観光コース 

・Ａコース 種差海岸三陸復興国立公園と海の街八戸めぐり 

・Ｂコース 八戸キャニオンと種差海岸三陸復興国立公園 

・Ｃコース 歴史と縄文遺跡めぐり 

・Ｄコース 伝説発見ふるさとの歴史と自然めぐり 

・Ｅコース 神秘の琥珀と北三陸の久慈めぐり 

・Ｆコース 伝説発見ふるさとの自然めぐり 

・Ｇコース 瀬戸内寂聴ゆかりの天台寺にふれる旅 

○宿泊プラン 

・シティパークホテル八戸 

・八戸パークホテル 

・二戸パークホテル 

■事業者 

三八五観光株式会社 

 

▼おんでやぁんせパック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／三八五観光ＨＰより 

 

 

 

  

▼事例のポイント 
・宿泊とタクシーを組合せることにより付加価値の向上を図っている。 

③【青森県】 三八五観光 八戸におんでやぁんせパック 
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(3) シャトルバス・タクシー 

■概要 

東北新幹線新青森駅を利用者を対象としたシャトルバス。新幹線開業に合わせ、新青森駅

と津軽南地域の観光拠点（黒石市、平川市、田舎館村）を結ぶ広域シャトルバス。 

■特色 

①新青森と津軽南部エリアをダイレクトに結ぶシャトルバスの運行 

■内容 

○新青森駅→[黒石こけし号]→黒石温泉郷行き 

①JR新青森駅 10:20発→こみせ通り→津軽伝承工芸館 11:30着 

②JR新青森駅 13:50発→こみせ通り→津軽伝承工芸館 15:00→道の駅虹の湖 15:10着 

③JR新青森駅 18:00発→こみせ通り→津軽伝承工芸館 19:10着 

○黒石温泉郷→[黒石こけし号]→JR新青森駅行き 

①津軽伝承工芸館 08:40発→こみせ通り→JR新青森駅 09:50着 

②津軽伝承工芸館 12:10発→こみせ通り→JR新青森駅 13:20着 

③道の駅虹の湖 16:00→津軽伝承工芸館 16:10発→こみせ通り→JR新青森駅 17:20着 

  ○運行状況 

2010（平成 22）年 12月 4日～2011（平成 23）年 3月 31日 

→1日 2便運行 ①新青森駅行き  ②黒石温泉郷行き 

2011（平成 23）年 4月 1日～2013（平成 25）年 3月 31日 

→1日 3便運行 ①新青森駅行き ②黒石温泉郷行き 

無料で運行していたが、行政からの支援の中止もあり、現在は運行を停止している 

○定員 

バスは 55名 ※満席の場合は定期バスなど他交通機関を利用。  

■事業者 

津軽南地域シャトルバス運営協議会、弘南バス（株）観光部 

 

▼黒石こけし号 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／弘南バスＨＰより 

 

 

  

▼事例のポイント 
・バス路線は年間を通じて安定した需要が確保できないと継続的な運行は難しい点に留意する必

要がある。 

①【青森県】 黒石こけし号 
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■概要 

鹿児島県は、九州の南端に位置し、薩摩半島と大隅半島という２つの半島と、複数の離島

から形成されている。そのため、鹿屋市から鹿児島市に行く場合、フェリーとバスの乗り継

ぎにより、移動をすることは可能であったが、3～4回の乗り継ぎを要するなど不便で複雑で

あり観光客にはわかりにくかった。  

■特色 

①フェリーにバスを載せて、鹿児島中央駅と鹿屋市を直結させる直行バスの導入 

②鹿屋と鹿児島市をダイレクトに結び、便利で利用しやすいバス路線を新たに設定 

→新幹線鹿児島中央駅や鹿児島市中心部へのアクセスが大幅に改善 

■内容 

○運行状況 

・1日 6往復運行（鹿屋―垂水―鹿児島中央駅を２時間未満で直接結ぶ） 

※利用者が好調のために、2010（平成 22）年 10月より増便 

・鹿児島－鹿屋間を結ぶ直行バス〔鹿屋を起終点とした 30.1km（途中、鹿屋市・垂水市・

鹿児島市を経由）〕 

○利用料金 

・鹿屋市～鹿児島市 1,300 円（垂水市～鹿児島市 600 円） 

※既存路線バス(国補助対象路線等)の料金(バス運賃・フェリー航送料)を基本とし、既存

路線バスとの競合に配慮した料金設定。 

○停留所 

最短時間で結ぶ事を考慮し、8箇所のみに設置。 

■事業者 

鹿屋市 三州自動車株式会社 

 

▼鹿児島中央～鹿屋直行バス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／鹿屋市ＨＰより 

 

  
▼事例のポイント 
・奥尻島など長万部駅を起点とした多様なルート設定の可能性が考えられる。 

②【鹿児島県】 鹿児島中央～鹿屋直行バス 
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■概要 

新幹線七戸十和田駅からむつ市内・東通、近川・横浜地区へシャトルバスを運行。新幹線

とのスムーズな接続により、むつ市内主要部は自宅の近くまで送迎が可能のために利便性が

向上。 

■特色 

①完全予約制の乗り合いシャトル便 

②1人から予約可能 

③むつ市内主要部は自宅近くまで送迎 

■内容 

○七戸十和田駅から、３つのエリアへ 1日上り 3便、下り 3便のシャトル便を運行 

○シャトル便のネット予約は利用の 1ヶ月前～前日の正午まで可能 

■事業者 

株式会社 尻屋観光 

 

▼七戸十和田シャトル便のＨＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／尻屋観光ＨＰより 

 

 

 

 

 

  

▼事例のポイント 
・完全予約制により乗車率を確保している。 
・六カ所村の原燃施設などビジネス需要を見込める立地であり、こうした立地要因にも留意す

る必要がある。  

③【青森県】 尻屋観光「シャトル便」 
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(4) フリーパス 

 

■概要 

新幹線の停車駅である八戸駅のある八戸市内の観光の利便性を向上させるためのフリーパ

ス。 

■特色 

①八戸市内の JR・市営バス、南部バス、るるっぷ八戸が 1日乗り放題 

②八戸市内の観光施設・宿泊施設・飲食店・お土産店などでの優遇サービスの特典や使い方

や利用交通機関等を説明したガイドブックを提供（協賛店のみ） 

■内容 

○運行開始  

2004（平成 16）年７月１日～ 

○八戸 1Dayフリーパス（利用期間内の 1日限り有効）料金 

大人 700円 子ども 350円 

■事業者  

八戸カード運営協議会  

 

▼八戸えんじょいカード案内図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／八戸カード運営協議会ＨＰより  

 

 

  

▼事例のポイント 
・フリーパスのように、事業者にとって新たなコストの支出が少ないサービス（既存のバス

網を活用）は、持続的な取組が可能なため、長期的な視点で利用者への浸透を図ることが

できる。 

①【青森県】 八戸えんじょいカード 
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■概要 

津軽の名所・温泉・観光施設を巡るのに適した列車とバスのフリーパス。新幹線の停車駅

する弘前駅のある弘前市内を中心とするエリアの JR東日本、弘南鉄道、津軽鉄道、弘南バス

が 2日間乗り放題になり、個人旅行などの観光客のアクセスの利便性が向上。 

■特色 

①「津軽フリーパス」フリーエリアの列車とバスが 2日間、乗り降り自由 

②観光案内と割引情報が満載の便利でお得なガイドブック付 

■内容 

○利用方法 

各販売箇所で「津軽フリーパス」を購入→「津軽フリーパスガイドブック」と「津軽フリ

ーパス専用時刻表」を入手（「津軽フリーパス」を呈示して、フリーエリア内の設置場所にて）。

【津軽フリーパスサポーターシール】津軽フリーパスエリアの観光案内所、協賛店は津軽フ

リーパスサポーターシールが目印（乗車できるバスもこのシールが目印）。 

○有効期限  2日間 

○利用料金  大人 2,000円、子供 1,000円 

○運行開始  2010（平成 22）年 12月 4日～ 

■事業者   津軽フリーパス運営協議会 JR東日本 

 

▼津軽フリーパスガイドブック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典／青森県津軽地域観光情報サイトＨＰより 

 

 

 

 

 

  

▼事例のポイント 
・フリーパスのように、事業者にとって新たなコストの支出が少ないサービス（既存のバス網を

活用）は、持続的な取組が可能なため、長期的な視点で利用者への浸透を図ることができる。 

②【青森県】 津軽フリーパス 
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■概要 

公共交通を活用して佐渡を周遊する多様なサービスを提供。 

■特色 

①佐渡を自由に巡ることができるお得で便利なバスフリー乗車券の設定 

②バス停留所を拠点とした現地発着型ツアーの設定  

③路線バスを使ったモデルコースの設定  

④フェリー料金を含めたパスの設定 

⑤平日と休日で路線バスルートを一部変更 

■内容 

○フリーパスサービス 

・佐渡 3dayフリーパス【料金】大人 3,500円 ※3日間乗り放題＋施設利用券 

・佐渡 2dayフリーパス【料金】大人 2,500円 ※2日間乗り放題＋施設利用券 

・佐渡 1dayフリーパス【料金】大人 1,500円 ※1日間乗り放題 

○バス停留所を拠点とした現地発着型ツアーの設定  

・宿根木まちなみ散策～国指定「重要伝統的建造物群保存地域」に指定されている町並みを

地元ガイドが案内。 

・佐渡産地酒付手打ちそば「長浜そば」食べ放題プラン～地酒を飲みながらその場で打った

そばを食べるプラン 

・佐渡金山産業遺産散策～近代産業遺産である佐渡金山を専門ガイドが案内 

○路線バスを使ったモデルコースの設定～1日コースの全4路線と半日コースの1路線から、

好きなコースを組み合わせて利用することが可能 

○フェリー料金を含めたパスの設定～ときめき佐渡・にいがたパスは 3 日間有効の乗車券・

乗船券などのセットのフリーチケット。 

○路線バスルートの変更 

・既存路線ルートの一部を迂回し、観光地へのアクセスの利便性を高め、観光へのアクセス

を容易にすることが目的 

・対象路線は①本線②南線③七浦海岸線④小木線⑤宿根木線⑥トキの森シャトルの 6路線 

・運行期間～平成 25年 4月～11月〔土・日・祝日限定〕 

■事業者  新潟交通 

 

 

 

 

 

 

  

▼事例のポイント 
・フリーパスのように、事業者にとって新たなコストの支出が少ないサービス（既存のバス網

を活用）は、持続的な取組が可能なため、長期的な視点で利用者への浸透を図ることができ

る。 
・平日と休日で路線バスルートを変更し利用者の利便性向上を図っている。 

③【新潟県】 佐渡フリーパス 
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3.6  今後の対応 

3.6.1  今後の検討に向けて 

地域構造や先行事例を踏まえた検討の視点に基づき、以下に今後の検討に向けた戦略とし

ては、「戦略１ 既存の路線バス網を活用したエリアフリーパスの検討」「戦略２ 長万部駅

と洞爺・登別・ニセコ方面を結ぶオンデマンド型乗合タクシーの検討」「戦略３ 新たな旅行

需要を喚起する二次交通網の検討」の３つが考えられる。それぞれの戦略及び戦略の実現に

向けた具体的な取組について整理する。 

 

戦略１ 既存の路線バス網を活用したエリアフリーパスの検討 

類似事例においては、開業後採算性が合わずに運行中止になった事例が多いものの、既存の

交通網を活用しながら新たな需要層にも対応した利便性の高いサービス（エリアフリーパス）

の提供においては、いずれも継続的なサービスの提供を行っている。 

既存の交通網を活用したサービスの提供は、運行事業者にとって大幅な支出増を伴うことな

く、既存の運行経費をベースにした形での運行が可能である上、新幹線駅を拠点として公共交

通を利用した広域の周遊を促進する上で利便性の高いサービスであることから、長万部駅周辺

においても、北部渡島・檜山、南後志、西胆振地域など長万部駅勢圏における既存の路線バス

網を活用したフリーパスゾーンの設定可能性を検討していく。 

一方、サービスの検討においては、異なるバス会社間の利害調整が課題となるほか、エリア

の目玉となる重要な観光スポット（ニセコ、洞爺）との連携が課題となる。また、需要促進の

ためには、長万部発のモデルコースの設定・提案なども検討していく必要がある。 

来年度以降の具体的な取組としては、長万部周辺の広域圏での協議会の形成を進めていくほ

か、協議会を核とした協議を進めていくことが考えられる。 

【具体的な取組（案）】 

○広域圏での協議会（北部渡島・檜山、西胆振、南後志の各町・交通事業者等が参画した協

議会）の形成促進 

○協議会を核としながら開業に向けて検討を進めることが必要（木古内方式） 

→H29年度以降検討に向けた枠組みを協議 

 

 

戦略２ 長万部駅と洞爺・登別・ニセコ方面を結ぶオンデマンド型乗合タクシーの検討 

地域構造を踏まえた検討の結果、長万部駅を起点として絶対的な需要量がある程度見込める

洞爺や登別、ニセコエリアへのアクセスにおいては、鉄道（リレー列車）との差別化を図るな

どの工夫によって新たな二次交通サービス提供の可能性が考えられる。 

このため、長万部駅から重要な観光拠点へのアクセスにおいては、新幹線によって需要が増

加する客層（シニア層や外国人客等）の特性を踏まえ、かつリレー鉄道との差別化を図るサー

ビスとそして、長万部駅と各エリア（登別、洞爺、ニセコ）の宿泊施設を直接結ぶ乗合型タク

シーの可能性を検討していく。 

具体的には、このサービスの利用が想定されるシニア層や外国人観光客のニーズに対応した、

ポーターサービスの充実（長万部駅の改札から宿泊施設の部屋までを直結するポーターサービ

スなど）の組み込みなどのほか、ＷＥＢを使った予約などオンデマンド型サービスによる輸送

効率性向上、タクシーサービスを組み込んだ宿泊パックの検討なども含めて検討していく。 
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来年度以降の具体的な取組としては、新幹線開業前において、交通事業者と宿泊事業者の連

携による実証実験等を進めていくことなどが考えられる。 

 

【具体的な取組（案）】 

○交通事業者と宿泊事業者の連携を検討 

○ただし、現時点では利用者にとってのインセンティブが働きにくいため、実証実験等によ

る検証は必要性が乏しい 

→新幹線開業前 1～2年前に実証実験を検討 

 

 

戦略３ 新たな旅行需要を喚起する二次交通網の検討 

地域構造の特性や先行事例などを踏まえ、長万部駅周辺の需要特性に応じた新たな旅行需要

を喚起する二次交通網について検討していく。 

具体的には、冬季間等における新幹線倶知安駅と新幹線長万部駅、主要スキー場、洞爺湖温

泉等を結ぶ定期路線バスの可能性などニセコエリアと長万部エリアを結ぶ二次交通アクセス

を検討していくほか、寿都の牡蠣やせたなのウニ・アワビなど駅勢圏の旬の味をテーマにした

季節限定の定期観光バスの可能性についても検討していく。さらには、南後志や檜山北部など

観光需要が少ないもののある程度の需要が見込めるエリアを念頭にした割安なレンタカープ

ラン（3時間プラン等）などについて検討していく。 

来年度以降の具体的な取組としては、長万部周辺における地域や交通事業者が一体となった

検討の場（広域協議会等）づくりを進めていくほか、現時点で長万部駅を利用している観光客

の移動実態などを把握していくことなどが考えられる。 

 

【具体的な取組（案）】 

○広域圏での協議会の形成等を通じて、現段階で検討可能な取組を検討 

○現時点で長万部駅を利用している観光客の旅行動態の把握についても検討必要 

→H29年度以降検討に向けた枠組みを協議 
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3.6.2  二次交通対策についてのまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域構造からみた課題】 
課題１ 

生活交通の需要量の少なさ 

課題２ 

観光需要の季節変動への対応 

課題３ 

生活交通を支える需要の減少 

・新幹線による需要が増加しても、観光需要

が多い西胆振方面を除くと、新たなバス路

線を設定するだけの需要量が見込めない

のでは？ 

→南後志や北部檜山方面へはタクシーやレ

ンタカーなどを活用した少人数向けのサー

ビスの検討が必要 

・需要量が多く、季節変動も少ない洞爺湖や

登別方面へは新たなバス路線の設定が期

待できる。 

→シニア層や外国人観光客に対応した乗継

利便性の確保が必要（鉄路を経由した乗

継との差別化） 

→西胆振方面との広域的な連携による需要

維持・確保策が必要 

・生活交通の需要減少を補完するような観光

需要の拡大による二次交通の確保が必

要。 

→観光列車や観光タクシーなど移動自体に

付加価値を持った二次交通サービスの可

能性検討が必要 

【地域構造等を踏まえた検討の視点】 

【先行事例を踏まえた検討の視点】 

・新幹線開業を機に新たに設定した定期観光

バス等路線は需要の確保が難しく、補助金

が切れると終了となるケースが多い 

・一方、既存の路線バス網を活用した取組は

持続しているものが多い 

→南後志や北部檜山地域と連携したフリー

パスの検討 

・目玉となる観光資源が少ない地域で観光タ

クシーを成立させるためには工夫が必要 

→西胆振地域やニセコ地域との連携が必要 

→宿泊施設との連携による商品づくりが必要 

戦略１ 

既存の路線バス網を活用したエリアフリーパス

の検討 

○北部渡島・檜山、南後志、西胆振地域など長

万部駅勢圏における既存の路線バス網を活

用したフリーパスゾーンの設定可能性検討 

○異なるバス会社間の利害調整が課題 

○重要な観光スポット（ニセコ、洞爺）との連携 

○長万部発のモデルコースの設定・提案 

戦略２ 

長万部駅と洞爺・登別・ニセコ方面を結ぶオン

デマンド型乗合タクシーの検討 

○長万部駅と各エリアの宿泊施設を直接結ぶ

乗合型タクシーの可能性検討 

○シニア層や外国人観光客のニーズに対応し

た、ポーターサービスの充実（駅と宿泊施設

を直結） 

○オンデマンド型サービスによる輸送効率性

向上 

○タクシーサービスを組み込んだ宿泊パックの

検討 

戦略３ 

新たな旅行需要を喚起する二次交通網の検討 

○ニセコエリアと長万部エリアを結ぶアクセス

の検討（冬季間等における倶知安駅と長万

部駅、主要スキー場、洞爺等を結ぶ定期路

線バスの可能性検討） 

○駅勢圏の旬の味をテーマにした季節限定の

定期観光バスの可能性検討（寿都牡蠣シャ

トル号など） 

○南後志や檜山北部など長万部駅勢圏とのア

クセスを念頭においた割安なレンタカープラ

ン（3時間プラン等）の検討 

【今後の検討に向けた戦略】 【論点（具体的な取組（案））】 

取組（案）１  

既存の路線バス網を活用したエリアフリーパスの検討 

 

○広域圏での協議会（北部渡島・檜山、西胆振、南後

志の各町・交通事業者等が参画した協議会）の形成

促進 

○協議会を核としながら開業に向けて検討を進めるこ

とが必要（木古内方式） 

→H29年度以降検討に向けた枠組みを協議 

取組（案）２ 

長万部駅と洞爺・登別・ニセコ方面を結ぶオンデマンド

型乗合タクシーの検討 

 

○交通事業者と宿泊事業者の連携を検討 

○ただし、現時点では利用者にとってのインセンティブ

が働きにくいため、実証実験等による検証は必要性

が乏しい 

→新幹線開業前 1～2年前に実証実験を検討 

取組（案）３ 

新たな旅行需要を喚起する二次交通網の検討 

 

○広域圏での協議会の形成等を通じて、現段階で検

討可能な取組を検討 

○現時点で長万部駅を利用している観光客の旅行動

態の把握についても検討必要 

→H29年度以降検討に向けた枠組みを協議 
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